
 

様々な基礎疾患（持病）など、重症化リスクをお持ちの皆様へ 

 

新型コロナウイルス感染症に関する注意喚起 

もし発熱などの症状が出たら直ぐに受診中の医療機関にご連絡ください！ 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の流行が拡大する中､不安な気持ちでお過ごしの

方も多いのではないかと思います。高齢者や基礎疾患（慢性閉塞性肺疾患・慢

性腎臓病・糖尿病・高血圧・脳心血管疾患・肥満症など）を持つ人、妊娠中の

人、がんなどの悪性腫瘍で闘病中の人、免疫不全状態にある人などは、新型コ

ロナウイルス感染症の重症化の危険度が高いとされています。感染した場合､重

症化しないためには、専門家による出来るだけ早期の確実な診断と適切な治療

を受けることが大切です。新型コロナウイルスを含む感染症は、医療機関で医

師による診察と検査を受けることではじめて診断されますが、肺炎などの症状

が見られれば PCR 検査等の結果を待たずに、必要な治療が開始されます。発熱

や息苦しさなどの症状が出た場合には､速やかに受診中の医療機関に連絡して

どのようにすれば良いかご相談ください。また、受診中の医療機関が休診の場

合の対応についても、主治医に予め相談しておいてください。事前にきちんと

相談をして、緊急時の救急車による受診中の医療機関への搬送を指示されてい

れば、受け入れ先の調整の時間短縮につながり、また経過や投薬内容に基づい

た適切な治療が可能になります。 

 なお、ステロイド・免疫抑制剤や生物学的製剤などのお薬を使っている方は、

感染した場合には、自己判断で休薬せず，どのようにしたらよいかについても

相談しておいてください。これまで特に病気と言われていない高齢者や肥満の

方も、地域の保健師や職場の産業医・保健師等の相談先を確認しておきましょ

う。重症化する可能性のある方は、特に医師・医療従事者とよく連携を取って､

この困難な時期を乗り切りましょう。 
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